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第 77回国民体育大会日光市準備委員会

設立発起人名簿

(順不同・敬称略)

団体・機関名及び役職 氏  名

日光市長 大 嶋 一 生

日光市議会議長 斎 藤 伸 幸

日光商工会議所会頭 相 良 芳 隆

一般社団法人日光市観光協会会長 八木澤 哲 男

日光市体育協会会長 齋 藤 智 明

日光市自治会連合会会長 高 稿   務

日光市教育委員会教育長 齋 藤 孝 雄
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報告事項 1

第 77回国民体育大会日光市準備委員会設立趣意書

国民体育大会 (国体)は、広く国民の間にスポーツを普及し、国民の健康増

進と体力向上を図り、地方スポーツの振興と地方文化の発展を図ることを目的

として行われるもので(昭和 21年 (1946年)か ら、毎年都道府県持ち回りで開

催される国内最大のスポーツの祭典です。

栃木県においては、昭和 55年 (1980年)に第 35回国民体育大会 (栃の葉国

体)が開催されて以来、42年ぶりとなる 2022年に第 77回国民体育大会 (い ち

ご一会 (い ちえ)とちぎ国体)が開催されます。

近年、少子化・高齢化の進展に併せ、健康に対する意識やスポーツヘの関心

が高まり、生涯スポーツ社会の実現に向けた取り組みが求められる中、2020年
には東京オリンピック・パラリンピックが開催され、国民全体でスポーツに対

する機運が醸成されています。

日光市においては、栃の葉国体でホッケー競技が開催されましたが、これを

契機に、普及・強化が進み、今や、オリンピックを始め世界に通用する選手を

輩出するなど、国内屈指のホッケータウンとなるに至りましたと今般の、いち

ご一会 (いちえ)とちざ国体においても、よリー層のスポーツの推進が期待さ

れるところです。

また、国体には、全国から多くの方々が訪れます。日光市は、国際観光文化

都市として、世界に通じる自然や歴史を有していますが、現在、訪れる方の大

半は首都圏の方々です。いちご―会 (い ちえ)とちぎ国体は、市民の様々な取

り組みやおもてなしによって、全国の方々に日光市の魅力を発信する絶好の機
会となります。

国体開催を契機として、市民の連帯感を高め、「feel so good!! 暮らして満

足 訪ねて納得 自然と笑顔になれるまち」を1実現するために、市民・各種関

係団体・行政からなる「第 77回国民体育大会日光市準備委員会」を設立しよう

とするものであります。

平成 30年 H月 9日

第 77回国民体育大会日光市準備委員会設立発起人

日光市長             大 嶋

日光市議会議長          斎 藤

日光商工会議所会頭        相 良
一般社団法人日光市観光協会会長  八木澤

日光市体育協会会長        齋 藤

日光市自治会連合会会長      高 稿

日光市教育委員会教育長      齋 藤

生

幸

隆

男

明

務

雄

一
伸

芳

哲

智

　

孝
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説明事項 1

第 77回 国民体育大会の概要

1 国民体育大会とは

国民体育大会 (国体)は、戦後の混乱期の中で国民に希望と勇気を与えるた

め、昭和 21年 (1946年)に、戦災を免れた京都府を中心とした京阪神地域に

おいて第 1回国民体育大会が開催され、以来、毎年都道府県持ち回りで開催さ

れる国内最大のスポーツの祭典です。

その目的は、広く国民の間にスポーツを普及し、国民の健康増進と体力向上

を図り、地方スポーツの振興と地方文化の発展を図ることです。

昭和 63年 (1988年 )の第 43回京都府大会から邑巡目に入り、全国を東地区

(北海道・東北 。関東)、 中地区 (北信越・東海・近畿)、 西地区 (中国 。四国・

九州)の 3つに分けて輪番制で開催されています。

栃木県においては、昭和 55年 (1980年)に第 35回国民体育大会 (栃の葉国

体)が開催されて以来、42年ぶりとなる2022年に第 77回国民体育大会 (い ち

ご二会とちぎ国体)が開催されます。

2 第 77回国民体育大会の概要

(D愛  称  観懲議 会毯犠で国イ本

9)ス ローガン  夢を感動へ。感動を未来へ。

(3)マスコット  「とちまるくん」

但)開 催 期 間   2022年 9月 中旬～10月 中旬 (こ のうちの H日 間以内)
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(5)実 施競技

○正式競技 (37競 )

市町名配 競技・種 目名 種  別

全種別 宇都宮市1 陸上競技
全種別競 泳

飛 込 全種別

アーテイステイックスイミンク
ト

少年女子

宇都宮市

少年男子
水 球

女 子
小 山市

男子・女子 市貝町

2 水 泳

オーフ
°
シウォータースイミンク

Ⅲ

宇都宮市
成年男子

さくら市

矢板市
女 子

那須塩原市

真岡市

下野市

益子 町

3 サッカー

少年男子

宇都宮市4 テニス 全種別

ボー ト 全種別 栃木市5

少年男子

少年女子
宇都宮市

成年男子 佐野市

鹿沼市

6入 制

成年女子

少年男子
ビーチバレーボール

少年女子
足利市

8 バレーボィル

体操競技 全種別 宇都宮市

少年女子 小 山市新体操9 体 操

トランポリン 男子 。女子 茂木町

全種別 宇都宮市10 バスケットボール
全種別

レスリング
女 子

足利市

全種別 千葉市12 セーリング
全種別

女 子
小山市13 ウエイ トリフティング

栃木市

下野市全種別

野木町

14 ハンドボール

全種別

女 子
宇都宮市トラック・ レース

全種別
15 自転車

ロー ド・ レース
女 子

副
`須

町
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16 ソフ トテニス 全種別 那須塩原市
17 卓 球 全種別 鹿沼市

宇都宮市

小山市

矢板市

益子町
19 相 撲 全種別 大 田原市

ｎ
Ｕ

Ｏ
る 馬 術 全種別 那須塩原市
21 フェンシング 全種別 上三川町

９

ね

つ

る 柔 道 全種別 宇都宮市

23 ソフ トボール

少年男子 足利市

少年女子

大田原市成年男子

成年女子

24 バ ドミン トン 全種別 大 田原市
Ｆ
Ｊ

９

る 弓 道 全種別 宇都宮市

26 ライ フル射撃

CP 全種別

宇都宮市50m/10m/AP 全種別
BP/BR 全種別

2雅 | 剣 道 全種別 宇都宮市

2 ラグビーフットボール
全種別

佐野市
女 子

スホ
°―ツクライミンク

ド リー ド 全種別
壬生町

ボルダリング 全種別

30 カヌー
スプリント 全種別 栃木市

ス ラローム 全種別
塩谷 町

ワイル ドウォーター 全種別
31 アーチェリー 全種別 那須烏山市

０
と

９
０ 空手道 全種別 小 山市

０
０

０
０ 銃 剣道 全種別 壬生町

34 なぎなた 全種別 栃木市
Ｅ
Ｊ

つ
じ ボウリング 全種別 足利市

食
Ｕ

９
じ ゴルフ 全種別 那須塩 原市
37 トライアスロン 全種別 那須塩原市
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○特別競技 (1競 技 )

○公開競技 (5競 )

○デモンストレーションスポーツ (18競技)※ 2018年 2月 現在

○日光市開催競 (3競技 )

6

配 競技 。種 目名 種  別 市町村名

1 高等学校野球
硬 式

宇都宮市
軟 式

種  別 市町村名競技・種目名配

大田原市全種別1 綱 引

全種別 那珂川町2 ゲートボール
芳賀町全種別3 パワーリフティング

全種別 高根沢町4 グラウンド・ゴルフ
全種別 鹿沼市武術太極拳5

配 競技・種 目名 市町村名

1 インディアカ さ くら市

2 オリエンテーリング 矢板市

3 キンボールスポーツ 下野市

4 クリケ ット 佐野市

5 3B体 操 那珂川町

6 スポーツチャンバラ 大 田原市

7 スポエツ吹矢 足利市

8 ソフトバレーボール 真 岡市

9 ターゲット・バー ドゴルフ 壬生町

10 タグラグビー 栃木市

1 1 ダンススポーツ 大 田原市

12 ドッジボール 佐野市

13 パークゴルフ 足利市

14 バウンドテニス 野木町

15 フォークダンス 小 山市

16 フットベースボール 栃木市

17 フライングディスク 市貝町

18 ペタンク 高根沢町

開催 予定施 設競技・種 目名 種 別

今市青少年スホ
°…ツセンタ中人工芝競技場

日光市ホッケー場
ホッケー 全種別

成年男子

少年男子

成年女子

大沢体育館ボクシング

日光運動公園野球場軟式野球 成年男子



(6)会場地市町配置図
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軟式野球

空手道
■フォークダンス

真岡市

サッカー(」メ男)

■ソフト,ヽ

°
レー下―ル

栃木市
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日光市
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ホ
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平成30年7月 11日 現在



説明事項 2

第 77回国民体育大会開催に向けたスケジュール

年度 主要日程 準備 (実行)委員会 庁内体制

2017年度

【5年前】

愛媛国体

開催内定

教育委員会事務局

スポーツ振興課で

事務処理

2018年度

【4年前】

福井国体

2019年度

【3年前】

茨城国体

会場地総合視察

(日 ス協・文科省)

開催決定
実行委員会発足

(準備委員会を改組)

教育委員会事務局

スポーツ振興課内

に「団体推進窒」

を設置

庁内推進本部設置

2020年度

【2年前】

鹿児島国体

総会・ 常任委員会・

各専門委員会

随時開催

組織拡大

大会実施本部設置

2021年度

【1年前】

二重国体

中央競技団体第 2次視察

国民体育大会

リハーサル大会開催

2022年度

【開催年】

栃本国体

第 77回国民体育大会開催

実行委員会解散
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常任委員会 【決定機関】(50名程度)

総会から委任された事項、専門委員会の設置、専門委員会への付託・

委任事項、緊急な事項、その他必要と認める事項等の審議・決定

総 会 【最高議決機関】(100名 程度)

競技会の開催に係る基本方針等、会則の制定 。改廃、事業計画・事

業報告、予算・決算、常任委員会に委任する事項、その他重要な事項

等の審議・議決

構成 :市、市議会、スポーツ、競技団体、学校、産業・経済、

運輸・通信、観光・宿泊、医療、警備 ,消防、社会団体、

県議会議員、市教育委員会、県、社寺、報道

専門委員会 【調査機関】(各 20名程度)

常任委員会から付託・委任された事項の調査・審議

○総務企画 (総務企画、広報、市民運動、おもてなし等)

○宿泊輸送 (宿泊、医事 。衛生(輸送・交通、警備・消防等)

O競技式典 (競技、式典、施設整備等)

第 77回 国民体育大会日光市準備委員会推進体制 (棄 )

準備委員会

爛

嬢

2019年 (開催 3年前)に第 77回 国民体育大会日光市実行委員会に改組予定

任委
奈

嬢

森

V

サ

委任付託

と
口

Ｅ
Ｘ

と
ギ

左
口

巳
朕

寺
ギ

爛
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第 2号議案

第 77回国民体育大会日光市準備委員会会則 (案 )

第 1章 総則

(名称)

第 1条 この会は、第 77回国民体育大会日光市準備委員会 (以下「準備委員

会」という。)と称する。

:(目的)

第 2条 準備委員会は、第 77回国民体育大会において日光市で開催する競技

会 (以下「競技会」という。)の円滑な運営に関し、必要な準備を行うことを

目的とする。

(所掌事項)

第 3条 準備委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を行う。

(1)競技会の開催に必要な方針及び計画の決定に関すること

12)競技会の開催に係る準備に関すること

(9 競技会の開催に必要な施設及び設備の整備に関すること

14)競技会の開催及び準備に係る経費に関すること

15)関係競技団体、関係団体及び関係機関 (以下「関係団体等」という。)と

の連絡調整に関すること

俗)前各号に掲げるもののほか、準備委員会の目的達成に必要な事項に関す

ること

第 2章 組織

(組織)

第4条 準備委員会は、会長及び委員をもって組織する。

2 委員は、次に掲げる者のうちから会長が委W属する。

(1)日 光市を代表する者

121 日光市議会を代表する者

(9 関係団体等を代表する者

僻)前各号に掲げる者のほか、会長が特に必要と認める者

(役員)

第 5条 準備委員会に次に掲げる役員を置く。
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(1)会長       1名
(2)副会長   10名 以内

(31 常任委員  50名 以内

14)監事       2名
(役員の選任)

第 6条 会長は、日光市長をもって充てる。

2 副会長及び常任委員は、総会の承認を得て委員のうちから会長が委嘱する。

3 監事は、総会の承認を得て会長が委円属する。

(役員の職務)

第 7条 会長は、準備委員会を代表し、会務を総理する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は欠けたときは(あ ら

かじめ会長が指名した順序により、その職務を代理する。

3 常任委員は、常任委員会を構成し、第 13条第 7項に掲げる事項を審議し、

決定する。

4 監事は、準備委員会の財務を監査する。

(任期等)

第 8条 委員及び役員 (以下「委員等」という。)の任期は、委嘱されたときか

ら準備委員会の目的が達成され解散したときまでとする。ただし、委員等が

就任時にそれぞれ所属していた機関又は関係団体等の役職を離れた場合は、

その委員等は辞職したものとみなし、その後任者が前任者の残任期間を務め

るものとする。

2 会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を解き、必要に応じ

て補充することができる。

3 会長は、前 2項の規定により委員等に変更があったときは、次の総会にお

いて報告する。

(顧間及び参与)

第 9条 準備委員会に、顧問及び参与を置くことができる。

2 顧問及び参与は、会長が委嘱する。

3 顧問は、会長が重要と認める事項について、会長の諮間に応じ助言を行う。

4 参与は、会長が必要と認める事項について、会長の諮問に応じ助言を行う。

5 前条の規定は、顧問及び参与の任期等について準用する。

(報酬及び費用弁償)

第 10条 委員等並びに顧問及び参与は、無報酬とする。

2 委員等並びに顧問及び参与が会務のため旅行したときは、費用弁償として
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旅費を支給する。ただし、総会及び常任委員会の出席に要する経費について

は、この限りでない。

第 3章 会議

(会議の種類)

第 11条 準備委員会に、次に掲げる会議を置く。

(1)総会

12)常任委員会

13)専門委員会

(総会)

第 12条 総会は、会長及び委員をもって構成する。

2 総会は、必要に応じて会長が招集する。

」 総会の議長は、会長又は会長が指名した者がこれにあたる。

4 総会は、次に掲げる事項について審議し、議決する。

(1)競技会の開催に係る基本方針等に関すること

似)会則の制定及び改廃に関すること

13)事業計画及び事業報告に関すること

14)予算及び決算に関すること

15)常任委員会に委任する事項に関すること

俗)準備委員会の解散及び財産の処分に関すること

V)その他重要な事項に関すること

5 総会は、委員の過半数の出席がなければ開会し、議決することはできない。

ただし、総会に出席できない委員が、あらかじめ通知された事項について、

代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わる場合は、出席と見倣す。

6 総会の議事は、出席委員 (代理人に権限を委任し、又は書面で議決に加わ

った者を含む。)の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。

7 会長は、必要に応じて顧問又は参与に総会への出席を求めることができる。

(常任委員会)

第 13条 常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成する。

2 委員長は、会長をもって充てる。

3 副委員長は、副会長をもって充てる。

4 常任委員会は、必要に応じて委員長が招集する。
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5 常任委員会の議長は、委員長又は委員長が指名した者がこれにあたる。

6 委員長に事故があるとき又は欠けたときは、あらかじめ委員長が指名した

副委員長がその職務を代理する。

7 常任委員会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。

(1)総会から委任された事項に関すること

12)専門委員会の設置並びに専門委員会への付託及び委任事項に関すること

儡)総会を招集するいとまのない緊急な事項に関すること

僻)その他委員長が必要と認める事項に関すること

8 前条第 5項及び第6項の規定は、常任委員会について準用する。

9 常任委員会は、第 7項の規定により審議し,決定した事項及び次条第 2項

の規定により専門委員会から報告があった事項を次の総会に報告する。

(専門委員会)

第 14条 専門委員会は(会長が委嘱した専門委員をもって構成する。

2 専門委員会は、常任委員会から付託又は委任された事項について調査、審

議し、その結果を常任委員会に報告する。

3 前2項の規定に定めるもののほか、専門委員会に関して必要な事項は、常

任委員会に諮った上で、会長が別に定める。

4 第 8条の規定は、専門委員の任期等について準用する。

第 4章 会長の専決処分

(会長の専決処分)

第 15条 会長は、総会及び常任委員会 (以下「総会等」という。)を招集する

いとまがないとき、又は総会等の権限に属する事項で簡易なものについては、

これを専決処分することができる。

2 会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等におい

て報告し、その承認を得なければならない。

第 5章 事務局

(事務局)

第 16条 準備委員会の事務を処理するため、事務局を置く。

2 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。
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第 6章 会計

(経費)

第 17条 準備委員会の経費は、負担金及びその他の収入をもって充てる。

(予算及び決算)

第 18条 準備委員会の収支予算は、総会の議決により定め、収支決算は、監

事の監査を経て総会の承認を得なければならない。

(会計年度)

第 19条 準備委員会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、翌年 3月 31日

までとする。

2 準備委員会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第 7章 解散

(解散)i

第 20条 準備委員会は、第 2条に規定する目的が達成されたときに解散 し、

解散時に有する残余財産を処分するものとする。

第 8章 補則

(委任 )

第 21条 との会則に定めるもののほか、準備委員会の運営に関し必要な事項

は、会長が別に定める。

附 則

1 この会則は、平成30年 12月 19日から施行する。

2 準備委員会の平成30年度における会計年度は、第 19条第 1項の規定に

かかわらず、前項に定める日から平成31年 3月 31日 までとする。
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第77回国民体育大会日光市準備委員会委員等委嘱者名簿

【会長】会則第4条、第6条

【委員】会則第4条

Nα 区 分 機関 。関係団体等名 役職名 氏 名

l 日光市 市長 大 嶋 一 生

配 区 分 機関 。関係団体等名 役職名 氏 名

1

市議会代表

日光市議会 議長 斎 藤 伸 幸

2 日光市議会 副議長 齋 藤 文 明

3 日光市議会総務水道常任委員会 委員長 筒 井   巌

4 日光市議会市民福祉教育常任委員会 委員長 青 田 兆 史

5 日光市議会観光産業建設常任委員会 委員長 荒 サll 礼 子

6

関係団体等代表
スポ‐ツ関係

日光市体育協会 会長 齋 藤 智 明

7 日光市スポーツ推進審議会 会長 大 島 サ ワ

8 日光市スポーツ推進委員協議会 会長 吉 原 徳 人

9 日光市スポーツ指導者協議会 副会長 深 海 久 雄

10 日光市レクリエーション協会 会長 森 山 和 夫

11 日光市スポーツ少年団本部 副本部長 細 井   尚

日光市小学校体育連盟 会長 矢 野 明 徳

13 日光地区中学校体育連盟 会長 若 林 浩 幸

14 栃木県高等学校体育連盟中部支部 今市工業高校校長 大 崎 逸 夫

15 一般財団法人日光市公共施設振興公社 代表理事 阿久津   正

16 公益財団法人栃木県体育協会今市青少年スポーツセンター 所長 増 渕 正 典

17

関係団体等代表
競技団体

栃木県ホッケー協会 事務局長 永 島 紀 男

18 日光市ホッケー協会 副会長 大 塩   昇

19 栃木県ボクシング連盟 会長 船 田 アE

20 一般財団法人栃木県野球連盟 専務理事 渡 遇 起 祐

21 日光市野球連盟 会長 塩 生 勇

22
関係団体等代表
学校関係

日光市校長会 会長 上吉原 明 夫

23 日光市幼稚園連合会 今市中央幼稚日可副園長 大 島   裕

24 栃木県高等学校校長会 今市高校校長 塩 澤 好 和

25

関係団体等代表
産業 。経済関係

日光商工会議所 会頭 相 良 芳 隆

26 足尾町商工会 商工会長 菅 沼   清

27 今市商店会連合会 副会長 柴 田 喜 男

28 日光市商店連合会 会長 若 林   勲

29 一般社団法人日光青年会議所 理事長 阿 部 光 記
Ａ
Ｖ

９
じ 上都賀農業協同組合日光営農経済センター センター長 齋 藤 一 夫

31 一般社団法人栃木県建設業協会日光支郡 支部長 柴 田 政 之

32

関係団体等代表
運輸 。通信関係

東 日本旅客鉄道株式会社日光駅 駅 長 荒 浪 澄 人

33 東武鉄道株式会社日光・鬼怒川エリア営業推進部 部長 浜 田 晋

34 日光市観光推進協議会交通部会 部会長 赤 羽   久

日本郵便株式会社日光東郵便局 局長 森 田   久

36 東 日本電信電話株式会社栃木支店 支店長 長谷部 周 彦

37 東京電カパワーグリッド株式会社栃木北支社 渉外担当次長 須 藤 和 義

38 関係団体等代表
観光・宿泊関係

一般社団法人日光市観光協会 会長 八木澤 哲 男

39 日光温泉旅館協同組合 代表理事 赤 澤   正
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40

関係団体等代表
観光・宿泊関係

鬼怒川・川治温泉旅館協同組合 理事長 庄 田 哲 康

41 日光市観光推進協議会ホスピタリティ推進部会 部会長 佐 藤 育 宏

42 日光市観光推進協議会ガイ ド郡会 部会長 佐 藤 正 人

48 公益社団法人栃木県食品衛生協会今市支郡 支部長 亀 田 祐 司

44 日光市健康づくり推進員連絡協議会 会長 福 田 正  子

45 公益社団法人栃木県栄養士会県西支部 支部長 清 水 知恵子

46

関係団体等代表
医療関係

上都賀郡市医師会北部地区医師団 団長 木 村 安 志

47 一般社団法人日光歯科医師会 会長 中 村 雅 夫

48 一般社団法人日光市薬剤師会 総務委員 和 貝 直 亮

49 公益社団法人栃木県看護協会県西地区支部 理事兼支部長 駒 場 悦 子

50

関係団体等代表
警備 。消防関係

日光交通安全協会 副会長 小久保 均

51 今市地方交通安全協会 会長 手 塚   賞

52 日光市防犯協会 理事 池 田 雄

53 日光市消防団連合会 会長 小 栗   功

54

関係団体等代表
社会団体関係

日光市自治会連合会 会長 高 稿   務

55 大沢地区自治会長会 会長 久冨木   學

56 日光地域白治会長会 会長 岸 野   稔

57 日光市協働のまちづくり推進協議会 会長 小 林 泰 進

58 社会福祉法人日光市社会福祉協議会 評議員 齋 藤 公 男

59 日光市福祉ボランティア団体協議会 会長 黒 川   貢

60 日光市障がい者の会 会長 吉 田 國 男

61 日光市老人クラブ連合会 副会長 太 田 啓

62 日光市女性団体連絡協議会 会長 山 田 久 子

63 日光市地域婦人連絡協議会 副会長 塚 越 八重子

64 日光市PTA連 絡協議会 理事 揚 石 達 也

65 日光市青少年健全育成連絡協議会 会長 関 本   昭

66 日光市子ども会連絡協議会 会長 山 本 智 之

67 ボーイスカウト今市第 2団 ボーイ隊隊長 星 野 典 雄

日光市文化協会 会長 和 久 文 子

69 日光市国際交流協会 会長 馬 場 和 子

70

市代表

日光市 副市長 上 中 哲 也

71 日光市教育委員会 教育長 齋 藤 孝 雄

72 日光市総合政策部 部長 安 西 義 治

73 日光市地域振興郡 部長 鈴 木 伊 之

74 日光市行政経営部 部長 近 藤   好

75 日光市市民生活部 部長 大 橋 富 昭

76 日光市健康福祉部 部長 矢 嶋 尚 登
７
１

７
‘ 日光市観光部 部長 江 藤   隆

78 日光市産業環境部 部長 田 中 宏 充

79 日光市建設郡 部長 沼 尾 男

80 日光市上下水道郡 部長 鈴 木 秀

81 日光市教育委員会事務局 教育次長 川 田 盛 雄

82 日光市議会事務局 局長 石 川 良 則

83 日光市消防本部 消防長 佐 藤   昇
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【顧問】会則第9条

【参与】会則第9条

配 区 分 機関 。関係団体等名 役職名 氏 名

1

県議会議員
栃木県議会 議員 阿 部 博 美

2 栃木県議会 議員 平 木 ちさこ

h 区 分 機関 。関係団体等名 役職名 氏 名

1

市議会議員

日光市議会 議員 亀 井 崇 幸

2 日光市議会 議員 山 越 一 治

3 日光市議会 議員 和 田 公 伸

4 日光市議会 議員 斎 藤 久 1幸

5 日光市議会 議員 粉 ナII 昭

6 日光市議会 議員 福 田 悦 子

7 日光市議会 議員 阿 部 和 子

8 日光市議会 議員 佐 藤 和 之

9 日光市議会 議員 田 村 耕 作

10 日光市議会 議員 伊 澤 正 男

11 日光市議会 議員 齊 藤 正

12 日光市議会 議員 福 田 道 夫

13 日光市議会 議員 瀬 高 哲 雄

14 日光市議会 議員 山 越 梯

15 日光市議会 議員 生 井 貞呂

16 日光市議会 議員 小久保 光 雄

17 日光市議会 議員 川 村 寿 利

18 日光市議会 議員 大 島   浩

19 日光市議会 議員 三 好 國 章

20

市教育委員会

日光市教育委員会 委員 高 井 孝 美

21 日光市教育委員会 委員 手 塚 美智雄

22 日光市教育委員会 委員 池 田 由美子

23 日光市教育委員会 委員 藤 本 亮 純

24 日光市教育委員会 委員 速 水 茂 希

25

県関係

栃木県 日光土木事務所 所長 竹 中 弘 幸

26 栃木県道路公社 常務理事 齋 藤 政 司

27 栃木県今市警察署 署長 平 野 洋 行

28 栃木県 日光警察署 署長 柿 沼 好 裕

29

社寺関係

日光東照宮 宮 司 稲 葉 久 雄

30 日光山輪王寺 F日励ホ 小 暮 道 樹

31 日光二荒山神社 宮 司 吉 田 健 彦

32

報道関係

株式会社栃木放送 代表取締役社長 大 塚 幹 夫

33 株式会社エフエム栃木 代表取締役社長 関 根 房 三

34 日本放送協会宇都宮放送局日光支局 記者 斎 藤 行 夫

35 株式会社産業経済新聞社宇都宮支局 記者 根 本 和 哉

36 株式会社下野新聞社 日光今市総局 総局長 斎 藤 美和子

37 株式会社下野新聞社日光支局 支局長 杉 浦 崇 仁

38 株式会社とちざテレビ 報道部係長 近 江 政 仁

39 株式会社毎 日新聞社 日光通信部 記者 花野井   誠
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40

報道関係

株式会社読売新聞東京本社 日光支局 伊 藤   学

41 一般社団法人共同通信社宇都宮支局 横 田 敦 史

42 東京新聞宇都宮支局 小 川 直 人

考く
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第 3号議案

第77回国民体育大会日光市準備委員会役員 (案 )

【副会長】会則第6条第2項

【常任委員】会則第6条第2項

配 区 分 機関・関係団体等名 役職名 氏 名

1 市議会代表 日光市議会 議長 斎 藤 伸 幸

2 産業・経済関係 日光商工会議所 会頭 相 良 芳 隆

3 観光・宿泊関係 一般社団法人日光市観光協会 会長 八木澤 哲 男

4 スポーツ関係 日光市体育協会 会長 齋 藤 智 明

5 社会団体関係 日光市自治会連合会 会長 高 稿   務

6

市代表
日光市 副市長 上 中 哲 也

7 日光市教育委員会 教育長 齋 藤 孝 雄

h 区 分 機関 。関係団体等名 役職名 氏 名

1

市議会代表

日光市議会 副議長 齋 藤 文 明

2 日光市議会総務水道常任委員会 委員長 筒 井   巌

3 日光市議会市民福祉教育常任委員会 委員長 青 田 兆  史

4 日光市議会観光産業建設常任委員会 委員長 荒 ナ|1 礼 子

5

関係団体等代表
スポーツ関係

日光市スポーツ推進審議会 会長 大 島 サ ワ

6 日光市スポーツ推進委員協議会 会長 吉 原 徳 人

7 日光市レクリエーション協会 会長 森 山 和 夫

8 日光市小学校体育連盟 会長 矢 野 明 徳

9 日光地区中学校体育連盟 会長 若 林 浩 幸

10 栃木県高等学校体育連盟中部支部 今市工業高校校長 大 崎 逸 夫

関係
競技

団体等代表
団体

栃木県ホッケー協会 事務局長 永 島 紀 男

12 栃木県ボクシング連盟 会長 船 一九

13 一般財団法人栃木県野球連盟 専務理事 渡 邊 起 祐

14

関係団体等代表
学校関係

日光市校長会 会長 上吉原 明 夫

15 日光市幼稚園連合会 今市中央幼稚園副園長 大 島   裕

16 栃木県高等学校校長会 今市高校校長 塩 澤 好 和

17 関係団体等代表
産業・経済
運輸・通信
観光・宿泊関係

一般社団法人日光青年会議所 理事長 阿 部 光 記

18 東 日本旅客鉄道株式会社日光駅 駅長 荒 浪 澄 人

19 東武鉄道株式会社日光・鬼怒川エリア営業推進部 部長 浜 田 晋
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部会長 赤 羽   久20 日光市観光推進協議会交通部会

代表理事 赤 澤   正日光温泉旅館協同組合21

理事長 庄 田 哲 康鬼怒川・川治温泉旅館協同組合22

部会長 佐 藤 育 宏日光市観光推進協議会ホスピタ リティ推進部会

佐 藤 正 人日光市観光推進協議会ガイ ド部会 部会長24

関係団体等代表
産業 。経済
運輸・通信
観光・宿泊関係

木 村 安 志上都賀郡市医師会北部地区医師団 団長

会長 中 村 雅 夫一般社団法人日光歯科医師会26

総務委員 和 貝 直 亮

関係団体等代表
医療関係

一般社団法人日光市薬剤師会27

評議員 齋 藤 公 男28 社会福祉法人日光市社会福祉協議会

太 田 啓 三日光市老人クラブ連合会 副会長29

会長 山 田 久 子日光市女性団体連絡協議会30

副会長 塚 越 八重子31 日光市地域婦人連絡協議会

理事 楊 石 達 也日光市PTA連 絡協議会

会長 山 本 智 之33 日光市子ども会連絡協議会

会長 和 久 文 子日光市文化協会34

日光市国際交流協会 会長 馬 場 和 子35

関係団体等代表
社会団体関係

部長 安 西 義 治日光市総合政策郡36

鈴 木 伊 之日光市地域振興部 部長37

部長 近 藤   好38 日光市行政経営部

大 橋 富 昭日光市市民生活部 部長39

部長 矢 嶋 尚 登40 日光市健康福祉部

江 藤   隆日光市観光部 部長41

部長 田 中 宏 充42 日光市産業環境部

日光市建設部 部長 沼 尾 三 男43

部長 鈴 木 秀 一日光市上下水道部44

教育次長 川 田 盛 雄45 日光市教育委員会事務局

日光市議会事務局 局長 石 川 良 則46

日光市消防本部 消防長 佐 藤   昇47

市代表

く
，ィ

【監事】会則第6条第3項

配 区分 機関 。関係団体等名 役職名 氏名

1

市代表
日光市 代表監査委員 星 野 保 治

2 日光市 会計管理者 青 木 一 明
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第 1号議案

第 77回国民体育大会 日光市競技会開催方針 (案 )

1 基本方針

日光市で開催する第 77回国民体育大会の各競技会をとおして、市民が参

加し、応援し、協力することにより市民との協働を推進します。

また、「スポーッの力で スポーツで未来へ」の理念のもと、市民のだれ

もがスポーツに親しみ、楽しむことのできる生涯スポーツを推進するとと

もに、競技スポーツのよリー層の向上を図ります。

さらに、全国から訪れる方々への様々な取り組みやおもてなしによって、

日光市の魅力を全国に発信し、地域経済の活性化を図ります。

2 実施 目標

(1).´市 民との協働の推進

工市民が競技会に参加 し、応援 し、あるいは協力するなど、役割分担を

しなが ら、市民との協働 によるまちづくりを推進する競技会 とします。

(2)生涯スポーツの推進

「する」スポーツはもとより、「観る」スポーツや「支える」スポーツ

など、下人ひとりがスポーツに関わり、だれもが、いつでも、どこでも、

いつまでもスポーツに親しむことのできる生涯スポーツを推進する競技

会とします。

(3)競技スポーツの向上

第 35回国民体育大会 (栃の葉団体)を契機に、普及・強化が進み、オ

リンピックアスリー トを輩出するようになったホッケー競技をはじめ、

競技スポーツのよリー層の向上を図る競技会とします。

但) 国際観光文化都市 「日光市」の発信

全国か ら訪れる多 くの方々に対 し、市民が様々な取 り組みやお もてな

しをすることによって、国際観光文化都市である日光市の魅力を全国に

発信し、地域経済の活性化を図る競技会とします。
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第 2号議案

第77回国民体育大会日光市準備委員会 平成30年度事業計画 (案 )

1会議等の開催

【参考】日光市教育委員会事務局スポーツ振興課事業

1広報啓発

2先催市視察等

会議名 開催日 場所 内容

設立総会 12月 19日 日光千姫物語 【報告】設立趣意

【説明】国体概要等

【審議】推進体制 (案 )

会則 (案 )

役員の選任

第1回総会 12月 19日 日光千姫物語 【審議】競技会開催方針 (案 )

平成30年度事業計画 (案 )

平成30年度収支予算 (案 )

イベント名 開催日 場所 内容

杉並木マラソン大会 8月 5日 東原中学校校庭 参加者等へのグウズ配布によるPR

視察先 視察 日 場所 内容

茨城県開催市町 9月 25日 クト2日 各市町競技場 茨城国体 リハーサル大会視察

福井県開催市町 10月 4日 ～ 6日 各市町競技場 福井国体各競技実施状況視察

福井県福井市 12月 20日 ～ 21日 福井県県民ホール 福井市開催競技事業概要説明会
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第 3号議案

1収 入

2支 出

第77回 国民体育大会日光市準備委員会 平成30年度収支予算 (案 )

科  目 予 算 額 備  考

負  担  金 50,000 日光市負担金

雑 入 1 預金利息

ハ
口 計 50,001

科 予 算 額 備  考

総  務  費 50,001

30,000 設立総会・第 1回総会

20,001 事務費等

ハ
ロ 計 50,001
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